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本研究の成果を受け、今後は、従来の芸術・文学研究の
枠組みを越える、ポピュラーカルチャーにおける特殊な「創
作＝受容共同体」という新しい文化生産の仕組みに焦点を
合わせ、さらにポピュラーカルチャー研究を深めていく。

また、大学院生、若手研究者や業界関係者、そして他大
学からの学生や留学生など、専門家以外にも非常に多くの
若者から関心を集めている。広範な聴衆を交えた研究集会
を組織していくことでこの領域に取り組む若手研究者たちを
育成していくことができると考えている。

世界各国から注目されている日本のポピュラーカルチャー
産業を批評的に分析、考察することで、日本におけるポピュ
ラーカルチャー文化の本質・立ち位置を理論的に把握する
ことができると確信している。

近年、美学・芸術学の領域においてマンガ、アニメ、ゲームなど、い
わゆるポピュラーカルチャーに関心が集まっているが、それらの文化
領域に対して哲学的・美学的な立場を構築しようとする試みがほとん
どなかった。今まで「作家研究」「作品研究」という枠組でポップカル
チャーが研究されることはあったが、本研究では作品に対して受容者
（＝オーディエンス）がどのような関わり方をしていき、受容者が作品
制作にどのように影響を与えているかという視点を取り入れた。

本研究は、研究分担者、協力者らと年に３回の研究会を経て、各業
界の運営者・媒介者を交え公開イベントとして大規模な研究集会「コ
スプレの美学」「アニメの美学」「アイドルの美学」を開催した。（下記の
ページで26年度までの内容を閲覧できる http://y-
labo.wix.com/home）
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